
学校名

記録者

　 松野校長名にて杉並区教育委員会に届け出る、杉並区立天沼小学校および

　 杉並区立天沼小学校(特別支援学級)の「令和5年度 教育課程について」承認した。

　・学習内容については具体的に数値が出ており、このまま推進していっていただきたい。

　・本当に命を守りあえるゆるやかなプラットフォーム、地域で旗を振るという事を3～5年をかけて作っていけたら

　　良いのではないか。それが出来たら、地域、学校と協同活動をするという意味に繋がり、お互いに何かある

　　時に守り合えるという地域環境が生まれるのではないか。

日時

会場

学校運営協議会会議録

杉並区立天沼小学校

森竹聡

開催日時 令和5年2月27日(月)　17:30～20：00

開催場所 天沼小学校  図書室

出席者（委員）
松野校長、髙橋会長、井上委員、生重委員、畝本委員、加藤委員、神谷委員、

土屋委員、中川委員、森竹委員、吉田委員　　※計11名

出席者（学校） 天沼中学校松尾校長、天沼小学校川口副校長

　・CS、PTAとの違いなどについても啓蒙活動の継続が必要

会議内容（次第順）

○会長挨拶

○承認事項

　 「令和4年度 学校評価アンケート結果報告」全頁について内容の最終確認を実施、承認。

○令和5年度　教育課程について(承認事項)

【第1部】学校評価委員会　17:30～18:15

【第2部】第11回学校運営協議会　18:15～19:30

○会長挨拶

○校長挨拶・学校近況報告

○CS委員、文科省メンバーを3グループに分かれての熟議

傍聴者人数 文部科学省地域学習推進課より6名

天沼小学校　家庭科室

次回以降の会議日程

令和5年3月24日(金)  15:30

　・学校評価アンケートのフリー意見に対してどう伝えれば良いのか、検討が必要。

　・体力向上の面について実際、学校の体育の授業だけでは体力はつききれないので、普段の生活も含めて

　　どういう機会を設ければ体力の向上につながるのか、考えていく必要がある。

　・子どもに親を含めた情報連携、交流する機会をつくり天沼中を含めた学びの連続性の意味や意義をどう

　　どう伝えていくか、という点には少し課題がある。一案として親同士の交流機会があっても良い。


